
 

熱中症に気をつけて！！ 
 

ご存知ですか？ 
◆熱中症による死亡者の約 8割が高齢者です 

◆高齢者の熱中症は半数以上が自宅で発生しています 

 

高齢者は、汗をかきにくい、暑さを感じにくい、喉の渇きを感じに

くい、といった特徴があるため脱水症状を起こしやすく、突然、重症

の熱中症になるケースや死亡例も多いので特に注意が必要です。 
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熱中症は、日中の炎天下だけではなく、室内でも夜でも多く発生します。 

高齢者の中には「エアコンが苦手」との理由で、使わなかったり、すぐ切って

しまう方がみえますが、大変危険です。エアコンは上手に活用しましょう。室

内の温度差を解消するためにサーキュレーターや扇風機で空気の循環をさ

せるのもいいですね。 

また、熱中症は湿度にも注意してください。湿度が 10％違うと体感温度は

2℃違うと言われています。エアコンの温度設定は 28 度、湿度は 60％を

目安にし、暑ければ設定温度を下げましょう。 


